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赤い羽根共同募金運動が全国一斉に卜月 4 日よりはじ芝るととになり

ました。例年問伎の深いと盟解どと支度により好成績ぞもって所期の目

的達成ができましたととを厚くわ礼申し上げます。

例年、共同募金の受配団体は遺際会、母子福祉会、授産場、心聞と?と

相談所、保護司会、学卒就職促進協議会、育人協会、里親会、 VYS、

(~関軍人会、老人クラブ、伊予併工場、手をつなぐ親の会、厚生金庫、

各小中学校貧悶児童、婦人とらしび会、保育所、幼碓[遇、:丘の他となっ

ております。

特に昨年は心配ごと相談所が六月より開設され本年三月末日までに受

付けたもの二九八{午、解決したもの二，二八件の多きに淫しておりますが

これも共同募金力漫の運動におうところか大きかったのであります。

また、不時災害発生件数十六件に対し僅少ではありますが三、三九0

0円の御見舞金をおくりお慰めすることができました。これらの資金と

なります赤い羽根の募金運動です。

今までに倍して愛の王手金運動にど協力下さし、。
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よ
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築
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が
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落
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岡
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を
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、
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を
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、
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る
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と
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凶
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催
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ど
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。
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さ
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。
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西
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光
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、
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